
今週
こんしゅう

の聖
せい

書
しょ

研
けん

究
きゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                 

   

総
そう

 題
だい

 「エフェソの信
しん

徒
と

への手
て

紙
がみ

」          

 

第
だい

４
よん

課
か

  神
かみ

はどのように私
わたし

たちを救 出
きゅうしゅつ

されるか 

小林
こばやし

 勝
まさる

 

 

１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

3
さんじゅう

6
ろく

年
ねん

前
まえ

の1987（せんきゅうひゃくはちじゅうなな）年
ねん

1 0
じゅう

月
がつ

4
よっ

日
か

、全
ぜん

世
せ

界
かい

の人々
ひとびと

は救
きゅう

助
じょ

隊
たい

員
いん

が幅
はば

２
に

０
じっ

センチ

ほどの井戸
い ど

に落
お

ちた、 1
じゅう

8
はち

カ
か

月
げつ

のジェシカちゃんを助
たす

け出
だ

す光景
こうけい

を TV で見
み

守
まも

っていました。救
きゅう

助
じょ

隊
たい

員
いん

は

新鮮
しんせん

な空
きゅう

気
き

を送
おく

りつづけ、 5
ごじゅう

8
はち

時
じ

間
かん

後
ご

にジェシカちゃんを助
たす

け出
だ

しました。多
おお

くの人
ひと

がTVの前
まえ

で救 出
きゅうしゅつ

の感動的
かんどうてき

な場
ば

面
めん

を見
み

たのでした。 

私
わたし

たちは、誰
だれ

かが助
たす

けられた話
はなし

が感動的
かんどうてき

で好
す

きです。今
こん

週
しゅう

、私
わたし

たちはパウロがエフェソ2
に

：1
いち

～1 0
じゅう

か

ら「神
かみ

はどのように私
わたし

たちを救 出
きゅうしゅつ

されるか」を教
おし

えているか学
まな

びます。この素晴
す ば

らしい学
まな

びは、エフェソの

人々
ひとびと

を神
かみ

が助
たす

けられたのを見
み

るだけでなく、神
かみ

が私
わたし

たちを助
たす

け出
だ

されていることを見
み

るのです。 

 

２
に

．日
にち

曜
よう

日
び

：サタンに欺
あざむ

かれ、かつて死
し

んでいた者
もの

 

エフェソ2
に

：1
いち

～1 0
じゅう

を読
よ

んでください。パウロはエフェソの信
しん

徒
と

がイエスを救
すく

い主
ぬし

として受
う

け入
い

れたあと、生
い

き

方
かた

が以
い

前
ぜん

と変
か

わったことを比
ひ

較
かく

して伝
つた

えています。 

以
い

前
ぜん

の生
い

き方
かた

はサタンに従
したが

う罪
つみ

びとでした（2
に

：1
いち

～3
さん

）。 

現在
げんざい

、エフェソの信
しん

徒
と

が持
も

っている霊的
れいてき

祝
しゅく

福
ふく

と新
あたら

しい命
いのち

について（2
に

：4
よん

～7
なな

）。 

なぜ神
かみ

は、イエスを救
すく

い主
ぬし

として受
う

け入
い

れたエフェソの信
しん

徒
と

を救
すく

い、変
か

えてくださったのかについて（2
に

：8
はち

～

1 0
じゅう

）。 

神
かみ

はエフェソの信
しん

徒
と

を通
とお

して神
かみ

の恵
めぐ

みを示
しめ

されました。 

 

３
さん

．月
げつ

曜
よう

日
び

：以
い

前
ぜん

は肉
にく

の欲望
よくぼう

のままに生活
せいかつ

していた者
もの

 

パウロはエフェソの信
しん

徒
と

が「ほかの人々
ひとびと

と同
おな

じように、生
う

まれながら神
かみ

の怒
いか

りを受
う

けるべき者
もの

でした」（2
に

：3
さん

）

と、私
わたし

たちが神
かみ

への反
はん

逆
ぎゃく

と自
じ

滅
めつ

の傾向
けいこう

を持
も

ち、罪
つみ

に支
し

配
はい

されていたことを教
おし

えています。パウロは「でした」



と過
か

去
こ

形
けい

をつかい、神
かみ

を拒
こば

むなら以
い

前
ぜん

の罪
つみ

に支
し

配
はい

される生
い

き方
かた

に戻
もど

る危
き

険
けん

をあらわしています。イエスの助
たす

けを

信
しん

じ、求
もと

め続
つづ

けるなら、以
い

前
ぜん

の生
い

き方
かた

を拒
こば

み、イエスと新
あたら

しい歩
あゆ

みをすることができるのです（エフェ4
よん

： 2
にじゅう

2
に

― 2
にじゅう

4
よん

）。 

 

４
よん

．火
か

曜
よう

日
び

：キリストと共
とも

に復活
ふっかつ

し、昇
しょう

天
てん

し、天
てん

の王
おう

座
ざ

に着
つ

く 

信
しん

徒
と

たちはどのような意味
い み

で「キリストと共
とも

に復活
ふっかつ

し、昇
しょう

天
てん

し、天
てん

の王
おう

座
ざ

に着
つ

く」（エフェ2
に

：6
ろく

、7
なな

参
さん

照
しょう

）

のでしょうか。 

この意味
い み

を理
り

解
かい

するためには、エフェソ1
いち

： 1
じゅう

9
く

～ 2
にじゅう

3
さん

を見
み

る必要
ひつよう

があります。パウロはイエス・キリストが

悪
あく

とすべての力
ちから

に対
たい

する戦
たたか

いに勝
しょう

利
り

したのは、キリストの死
し

、死
し

からの復活
ふっかつ

、昇
しょう

天
てん

、天
てん

の王
おう

座
ざ

に着
つ

いたとき

であると述
の

べています。 

イエスが勝
しょう

利
り

した悪
あく

とすべての力
ちから

は、エフェソの信
しん

徒
と

を過去
か こ

苦
くる

しめていたものと同
おな

じです。エフェソの信
しん

徒
と

は

イエスがサタンに勝
しょう

利
り

した同
おな

じ勝
しょう

利
り

に、イエスによってあずかったのでした。私
わたし

たちもイエスによって同
おな

じ勝
しょう

利
り

にあずかることができるのです（2
に

テモ1
いち

：7
なな

）。 

 

５
ご

．水
すい

曜
よう

日
び

：今
いま

、恵
めぐ

みによって永遠
えいえん

に祝
しゅく

福
ふく

される 

エフェソ1
いち

：3
さん

、4
よん

に示
しめ

された神
かみ

の救
すく

いの計画
けいかく

と、エフェソ2
に

：7
なな

に描
えが

かれたその計画
けいかく

の永遠
えいえん

の結
けっ

果
か

を比
ひ

較
かく

し

てください。神
かみ

の救
すく

いの計画
けいかく

の目的
もくてき

は何
なん

ですか。人間
にんげん

を神
かみ

の恵
めぐ

みによって救
すく

う計画
けいかく

は天
てん

地
ち

創造
そうぞう

の前
まえ

にはじまり、

神
かみ

は私
わたし

たちを罪
つみ

から救
すく

うためにイエスをおくられました。神
かみ

は人間
にんげん

がイエスの勝
しょう

利
り

に共
とも

にあずかれるようにさ

れました。過去
か こ

に始
はじ

まったこの計画
けいかく

は未
み

来
らい

まで続
つづ

き、神
かみ

の恵
めぐ

み（憐
あわれ

み）を永遠
えいえん

に人間
にんげん

だけでなく全
ぜん

宇
う

宙
ちゅう

に示
しめ

されます（ガイド本文
ほんぶん

『各
かく

時
じ

代
だい

の希
き

望
ぼう

』引
いん

用
よう

参
さん

照
しょう

）。パウロはこの神
かみ

の恵
めぐ

み（憐
あわれ

み）は「計
はか

り知
し

れない富
とみ

」で

信
しん

徒
と

が必要
ひつよう

なときにいつでも用
もち

いることができるためと教
おし

えています（エフェ1
いち

：7
なな

、3
さん

：8
はち

）。 

 

６
ろく

．木
もく

曜
よう

日
び

：今
いま

、神
かみ

によって救
すく

われる 

エフェソ2
に

：8
はち

～1 0
じゅう

のパウロの結論
けつろん

に注
ちゅう

意
い

しながら、2
に

：1
いち

～1 0
じゅう

を読
よ

み返
かえ

してください。パウロは何
なに

を強 調
きょうちょう

していますか。パウロはエフェソ2
に

：1
いち

～1 0
じゅう

でエフェソの読者
どくしゃ

と私
わたし

たちに、神
かみ

が私
わたし

たちを救
すく

われるのは私
わたし

たち

を愛
あい

しているからだと述
の

べています。そして、神
かみ

の救
すく

いは私
わたし

たちの良
よ

い行
おこな

いによるのでなく、み子
こ

イエスにより

ます。今
こん

週
しゅう

の暗
あん

唱
しょう

聖
せい

句
く

はそのことをはっきり示
しめ

しています。そして、パウロは2
に

：8
はち

～1 0
じゅう

で同
おな

じことを繰
く

り返
かえ

しています。私
わたし

たちは自
じ

分
ぶん

を救
すく

うことができません。神
かみ

の恵
めぐ

みが必要
ひつよう

であり、イエスを救
すく

い主
ぬし

を信
しん

じることによ

って可
か

能
のう

にしてくださいました。 

 



７
なな

．金
きん

曜
よう

日
び

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

エフェソの手
て

紙
がみ

で、パウロは人間
にんげん

を罪
つみ

から救
すく

う神
かみ

の計画
けいかく

について６
むっ

つのことを述
の

べています。 

1
いち

．神
かみ

は人間
にんげん

を罪
つみ

から救
すく

うことを選
えら

ばれました（エフェソ1
いち

：4
よん

、5
ご

、 1
じゅう

1
いち

）。 

2
に

．人間
にんげん

はイエスを受
う

け入
い

れる前
まえ

、罪
つみ

の中
なか

に失
うしな

われた存在
そんざい

でした（エフェ2
に

：1
いち

～3
さん

、 1
じゅう

1
いち

、 1
じゅう

2
に

、4
よん

： 1
じゅう

7
なな

～ 1
じゅう

9
く

、 2
にじゅう

2
に

、5
ご

：8
はち

）。 

3
さん

．神
かみ

は人間
にんげん

を救
すく

うためにイエスをおくられました（エフェ1
いち

：7
なな

、8
はち

、2
に

：4
よん

～6
ろく

、 1
じゅう

3
さん

～ 1
じゅう

9
く

、4
よん

：1
いち

、

2 0
にじゅう

、 2
にじゅう

1
いち

、5
ご

：2
に

、8
はち

、 2
にじゅう

3
さん

、 2
にじゅう

5
ご

、 2
にじゅう

6
ろく

）。 

4
よん

．人間
にんげん

をイエスが罪
つみ

から救
すく

ってくださるという良
よ

い知
し

らせを受
う

け入
い

れました（エフェ1
いち

： 1
じゅう

2
に

、 1
じゅう

3
さん

他
ほか

）。 

5
ご

．神
かみ

の子
こ

たちは神
かみ

の家
か

族
ぞく

だけでなく、神
かみ

に従
したが

う人
ひと

たちです。神
かみ

に従
したが

う人
ひと

たちは、危
き

険
けん

や苦
く

痛
つう

を与
あた

えようと

する悪
あく

の力
ちから

にさらされます。神
かみ

は私
わたし

たちにあわれみや賜物
たまもの

を必要
ひつよう

に応じて与
あた

えてくださいます（エフェ1
いち

：

1
じゅう

5
ご

～ 2
にじゅう

3
さん

、2
に

：6
ろく

、3
さん

： 1
じゅう

4
よん

～ 2
にじゅう

1
いち

、4
よん

：7
なな

～ 1
じゅう

6
ろく

、6
ろく

：1 0
じゅう

～2 0
にじゅう

）。 

6
ろく

．神
かみ

は人間
にんげん

に聖霊
せいれい

を与
あた

えてくださいます。聖霊
せいれい

は証
しょう

印
いん

であり神
かみ

の約束
やくそく

の保
ほ

証
しょう

です（エフェ1
いち

： 1
じゅう

3
さん

、

1
じゅう

4
よん

）。 

 

★学
まな

びを振
ふ

り返
かえ

る簡単
かんたん

な質問
しつもん

 

エフェソの信
しん

徒
と

がしたイエスと共
とも

に罪
つみ

の力
ちから

に勝
しょう

利
り

する経験
けいけん

は私
わたし

たちもできます。上
じょう

記
き

、さらなる研
けん

究
きゅう

の

どの経験
けいけん

がいまのあなたに最
もっと

も希
き

望
ぼう

を与
あた

えてくれる経験
けいけん

でしょうか。 

 

祈
いの

り 

天
てん

のお父
とう

さま 

み名
な

を讃
さん

美
び

します 

エフェソの信
しん

徒
と

への手
て

紙
がみ

を通
とお

しての学
まな

びを感
かん

謝
しゃ

します。 

今
こん

週
しゅう

は「神
かみ

はどのように私
わたし

たちを救 出
きゅうしゅつ

されるか」を学
まな

びました。 

エフェソの信
しん

徒
と

がしたのと同
おな

じ、イエスが罪
つみ

に勝
しょう

利
り

された経験
けいけん

を私
わたし

にも経験
けいけん

させてください。 

イエスさまのみ名
な

によってお祈
いの

りします。 

アーメン。 

 


